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サイエンスツアー（全1学年対象SS1） 

ご意見・ご要望はこちらへ・・・ 
〒389-2253 長野県飯山市大字飯山2610番地 

TEL 0269(62)4175  FAX 0269(81)1072 

URL http://www.nagano-c.ed.jp/i ik ita/ 

E-mai l i ik ita@nagano-c.ed.jp 

11月9日～11日(水～金)、１学年では，
昨年度より SSH 事業に位置づけられて科学
体験の趣旨を強めた訪問研修“サイエンス
ツアー”を行いました（普通科:1 泊 2 日，理
数科:2泊3日）。 
10 日は全員で日本科学未来館を訪れ，
数ある最新の科学・技術に好奇心を刺激さ
れたのみならず，各自が感動した展示をプレ
ゼンし合って情報収集・発信の力を磨きまし
た。11 日は（理数科は 9 日も）コースに分か
れて首都圏の大学および研究所・企業を訪
問し，大学教員による講義や実習，研究者
による研究解説，大学院生や企業広報担
当者による施設案内など，それぞれ貴重で
有意義な研修に参加し，学問探究や先端
技術開発の現場の空気に直接ふれました。
解説を聞きつつ細かくメモをとり，質問の手を
次々に挙げる主体的な学習の様子が見ら
れました。 

1段目左右:日本科学未来館/2
段目左:東芝科学館、右:NTT先
端研/3段目左:理研加速器、
右:パソナ植物工場/4段目左:
東大、右:慶応大/ 

見
学
先

大学 東京，千葉，電気通信，慶応，早稲田 
研究所 理化学研究所，NTT先端技術総合研究所 
企業 JFE スチール，パソナグループ，東芝科学館 
科学館 東京都水の科学館，日本科学未来館 

10月21日(金)、3年理数科生徒が昨年度取り組んだ課題研究の
英訳が完成し、そのプレゼンテーションが行われました。この英訳
は、飯山北 SSH のホームページで公開されています。当日は授業
公開日でもあり、地元の中学生の皆さんにも、本校 SSH の取り組み
を見ていただきました。 左から、お話をされる米澤修一学校長、発表の様子、授業を見学する中学生 

～生徒たちの感想～ 
･未来館では、展示物を見て、それを他の人
にプレゼンするということをしたが、相手に
説明するのも大変だなと思った。企業見学で
は、進んでいる技術とか、工夫とかを教えて
もらい仕事の大変さとかも知ることができ
て良かった。 
･最先端の科学に触れる事ができて、今の技
術はここまで進んでいるんだと驚かされる
ことばかりで、どれもが１つ 1 つが新鮮で
した。理数が苦手なのですが、こういうのが
あると、少し興味を持ちやすくなるので（こ
れからも、できれば多く）良かったです。 
･プレゼンテーションをやって，みんなのい
いところ，まねたいところを見つけられた．
大学や企業ではすごい研究熱心だと思った．
・電気通信大学で実際にゲームをさせてもら
ったり，千葉大学で研究をやらせてもらった
り，大学も身近なものなんだと思った． 
将来の仕事のために大学に行くのも大切だ
けれど，自分のやってみたい研究や実験をす
るために大学に行く人が多いんだと思った．

理数科課題研究英訳完成･プレゼン（SS3） 

11/26（土）期末考査の翌日、生徒15名と教職員4名が参加しました。好天に恵ま
れ、暖かな日差しの中で研修が行われました。群馬大学の早川由紀夫教授による
的確な解説を聞き、浅間山の火山災害について実物をもって学んできました。 
火山体の外側にあるものほど大規模な災害を示しているわけです。今回の巡検
も外側のものから観察を行いました。 
□地点 1 佐久市塚原（24,300 年前の崩壊跡）火口から 20km ほど離れた佐久市
北部地域には、耕作に使えない塚が 20 ほど点在。赤岩と呼ばれる火口周辺に見
られる岩体が火山帯の崩壊に伴ってここまで流されてきたもの。 
□地点2 小諸市南条公園（15,800年前の噴火）浅間山最大の噴火災害跡。 
□地点3 峰の茶屋（1783年天明の噴火）厚さ 2mほどの降下軽石堆積物。軽石
の粒径変化の様子から、早川先生に天明の噴火 3 日間の様子を解説していただ
きました。 
□地点4 鬼押出し（1783年天明の噴火 溶岩流） □地点5 鎌原観音堂  

 

～生徒たちの感想～ 
・フィールドワークとして、たくさん移動したりいろんなものに注目して、情報
を集める事が大切だということを改めて感じた。事前学習も大切ですね。 
・群馬大学の教授で、専門家に話を聞くことができたことはとても重要な情報だ
と思います。多くのことを学びすぎて覚えていることは少ないですが、メモに取
ったので良かったです。下高井郡にいても知ることができない浅間山、地学につ
いて学べて良かったです。 
・最初は土石流とか火砕流はそこまで大きいように思っていなかったけど、実際
その上に立ってみるとすごい量が流れていることが分かった。 

上段:地点 1 にて、“赤岩” (左)、浅間山(右)/中段:地点2南条公園
(左)、地点3 ”降下軽石堆積物”(右)/下段:地点4鬼押し出し(左)、
地点5鎌倉観音堂(右) 

～生徒たちの感想～ 
・英語にするまですごい大変だったけど、完成したときはかっこいい論文っぽくな
っていて、ちょっと感動した。 
・論文を書くときに英語が必要だと感じた。 
・英訳を通して英語力も上がった気がするので良かった。 
・科学と英語のつながりが深まった。 


